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１．はじめに

地球温暖化問題に代表される地球環境問題は，

身近な問題となり，その影響は，今後の人類の生

存を危うくする可能性が高い．これらの問題の多

， ，くの原因が 人間自身による活動に起因しており

持続可能な社会を維持するための方策が危急に求

められている．

本校では、平成１４年２月に環境問題への対応

として全国の公立高校に先駆け の認証をISO14001
取得した。２年間の運用実績から、特に電気エネ

ルギー使用についての問題点が提起されている。

これにともない、より正確なデータの取得と過負

荷の原因を明らかにし、対策を講じる事が環境マ

ネジメントシステムの運用から求められている。

そこで、電気使用量の監視システムを新たに導入

し、使用量の時間的な変動を正確に把握する事と

した。

この研究報告では、本校で導入し、運用を開発

している省エネ監視システムについて報告すると

共に、その有用性を明らかにし、 の支援ISO14001
ツールとしての有効性について検討するものとす

る。

２．省エネナビ監視システムについて

省エネ推進は地球温暖化防止のために国を挙げ

て取り組む事が京都議定書により国際公約となっ

ているが、近年の状況は２００１ベースで１９９

０年の約６％増加と達成が危ぶまれている。

省エネを推進するために、正確なデータの入手

が不可欠である。そのためには、コストのかから

ない監視システムの構築が望まれる。

ここでは、本校で導入した監視システムについ

て紹介する。

2.1システムの構成

このシステムは、各家庭や事業所に配線されて

いる電力線を通信ネットワークとして用いるもの

で （ ）と呼ばれていPLC Power Line Communication

る。

このシステムの特徴は、電力線を用いた遠隔監視

がリアルタイムに取得可能な点と新しい設備もい

らない点にある。システムの概要を図１に示す。

図１ PLCシステム概要

このシステムでは、電力測定可能な モデムPLC

（電力計測側）と積算電力値のデータ収集・解析

用のＰＣ、ＰＬＣモデム（電力解析側）接続のた

めにＰＣにはＲＳ－２３２Ｃ端子が必要となる。

、 。また インターネットを用いた通信も可能である

モデムはマスタにＳＳＰＬ、スレーブにＰＬＣ－

ＰＭ（アンシブル社製）を用いた。このシステム

は拡張可能で、複数台のスレーブを多点に設置す

れば、同時に使用電力の計測が可能となる汎用性

を持つ。通信には、電力線が使用されるので、配

線などの設備は不要である。

2.2モデム設置風景

写真１変電室設置風景 写真２ 受信側風景

写真３ 分電盤設置風景 写真４ PLCモデム



2.3 システムの通信結果

このシステムの実際の運用についての結果を図

２、３に示す。

図２から、一日の電気使用量は、学校が始まる

時間から急激に上昇し、午後５時から下降する。

また、使用の内訳は照明が約６割強から８割と大

きく、次に動力系統となっている。この図は、３

０分間デマンドに対応しており、最大電力使用を

見る上で有効と考えられる。また、１週間のトレ

ンドしては、学校の始まる月曜日から使用量が増

え、水曜日に最大となり土日は横ばいの傾向であ

る。また、土日の使用量に対して水曜日は約１．

８倍の使用で、活動の少ない時にも基本的な量が

多く使われていることが分かる。このような電気

、使用量の変動が本校の特徴となっていることから

これに対する使用量負荷の低減は、照明の節電が

最重要課題となってくる。また、クーラーの電源

が主に動力系統を担っていることから、夏季の使

用に問題点があるものと考えられる。

しかしながら、学校の教育環境を考えると、活

動の隆盛は喜ばしい現象で、環境負荷との関係か

ら、さらに切り込む分野を絞ってゆく必要がある

と思われる。

３．まとめ

学校にこの省エネナビを導入して、約１年にな

る。これまで、その運用に関して実証試験を行っ

図２ 電気使用量の時間変化図

図３ 使用量の日変化図（１週間）

てきた。その結果、学校の曜日のトレンド、時間

毎のトレンドもはっきりとし、使用の実態を把握

できるようになってきた。このシステムでは、１

分間間隔でもでデータの収集は可能であり、これ

を用いれば、使用量ピークの分散や使用量全体の

低減に役立てるような制御システムの構築も可能

である。

写真５にマジックボールを用いた１分間単位の

電気使用量をリアル タイムに表電気使用量のデモ

示した様子を示す。

また、電気エネルギーの環境負荷の削減は生活

、 、の利便性との整合性から 難しい側面を有するが

、負荷の客観的なデータによる説明は説得性を持ち

このような困難を支援できる方法となり得ること

が期待できる。

では、削減についても明確な数値目標ISO14001

や客観的な事実に基づく方法により現状の把握や

原因の追及を のサイクルにより実施し、P-D-C-A

継続的な改善を行う必要がある。本校のような、

月に１回しか検針できない環境では、電気の計測

測度を月１回に設定しているが、これでは、ピー

ク電力量の把握、対処について無理が生じ、対策

に遅れが生じるばかりか、発生原因を特定できな

いという欠点を改善できない。しかし、本システ

ムによれば、経費もあまりかからずに、リアルに

監視でき、最大デマンドの解明と対応の迅速性が

確保されることが期待できる。

今後は、校内電力系統別使用量から、どこに過

、負荷が生じるのか時間的な発生原因を明らかにし

教育活動との関係から使用量を調整する制御する

システムの確立に努めたい。
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